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浦 尾 社 長 の コ ラ ム 

もう、５月。大成運輸の２６年度の半期があっという間に過ぎてしまいました。 

 

ジャーン！ ３月の数字が、出ましたよ。 

消費税の駆け込み需要などで、現場では七転八倒の動きを余儀なくしてもらい、 

当社の「社員力」の、真骨頂を見せてもらいました。 

 

その結果として、営業利益で ５６０万円の黒字です！！ 

本来の３月の数字としては、当社の規模では少ないのですが、 

まだまだ助走の状態ではスッゴイ成果です。 

一昨年の１２月から、１５ヶ月ぶりの黒字です。 

ありがとうございます。ありがとうございます。ありがとうございます。 

（ちなみに、もう一つの繁忙期の昨年の１２月は、1,000 万円の赤字でした） 

 

４月からは、さらに正常な取引へのシフトが加速し、６月に仕上げです。 

無茶をしないで利益を出せる（＝会社が継続できる）体制に強化します。 

 

以前、私の好きな言葉で 

「この秋は 雨か嵐か知らねども 今日のつとめの 田草取るなり」 

って、お百姓さんの短歌を紹介しましたが、今の当社がまさに 

「皆さんが地道にやってきた成果で、この秋は大収穫やー」の境地です。 

 

まだ５ヶ月分の営業赤字が、５,５００万円も残っていますが、解消します。 

今年度は昨年のような、不動産等の隠し玉が尽きていますので、 

なんとしても正業で克服しないといけませんが、大丈夫です。 

 

この山を越えたら（＝来期は）、安定期に入ります。 

もっと前向きなことで、活動していくようになります。 

皆で楽しいことが出来る時間を、増やしたいと思います。 

 

 

お客様から、皆さんの仕事ぶりをほめていただくことが、多くなりました。 

ありがとございます。社長冥利に尽きます。 

 

その中でさらにピクッとしたのが、 

「大成さんのドライバーさんは、楽しそうに仕事しよるねぇ」 

って、言われた時。まだまだ少数派でしょうが、 

そんな雰囲気がお客様に伝わるってすごいなぁって。 

 

もっと多くの皆さんが醸し出せるように、引き続き「環境」を造っていきます。 

時間はかかっていますが、前には進んでいます。 

 

よろしくお願いします。 


